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４ 厚生センター業務の集約について

パターン１
動物管理センターに全ての動物愛護管理業務を集約

※数字はR4年度 富山市を除く

犬の捕獲抑留
負傷動物保護

87頭

犬の咬傷事故
対応

14件

苦情・通報対応
（鳴き声、虐待等）

310件

犬猫の引取り

76頭

動物取扱業の
登録・監視

216件・190件

犬猫の
飼養管理

163件

迷い犬猫の
飼い主への返還

42頭

動物管理センターに集約

2

動物管理
センター

申請

近所の家が犬を放し飼いしている 犬の美容院を開業したい

保護

移送

現場

確認・指導

返還

負傷動物
放浪犬

登録

監視

介護施設に入所するので
飼えなくなった

散歩中、すれ違う犬に咬まれた

近所に猫にエサやりをする人が
いて、糞や臭いがひどい

向かいの家は猫を虐待している
のではないか

道端に交通事故にあった猫がいる

通報

引取
飼い主

動物取扱業

※厚生センターでも対応可

※厚生センターでも
対応可

パターン１ 集約イメージ
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パターン１ 地理的イメージ

● 厚生センター・支所
（本所4か所・支所４か所）

★ 動物管理センター
（場所は仮に現施設）

◆ 富山市保健所

★
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メリット デメリット デメリットの解決策

動物愛護に関する窓口の明確化

厚生センターの飼養施設不要

厚生センターの業務負担軽減

動物取扱業の監視指導、苦情

処理情報が１か所に集積し、

専門的な職員の育成が可能

近接性の低下

－動物管理センターまでの

距離

－職員が現場に向かうまで

のタイムラグ

細やかな現場確認・指導や

地域の協力者との関係構築

が困難

■動物取扱業
申請の受理のみ厚生センターで
実施

■犬猫の引取り

日時を指定して厚生センターで
実施

案

パターン１ メリット・デメリット
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４ 厚生センター業務の集約について

パターン２
動物管理センターに緊急時対応、苦情処理以外を集約

犬の捕獲抑留
負傷動物保護

犬の咬傷事故
対応

犬猫の引取り

動物取扱業の
登録・監視

犬猫の
飼養管理

迷い犬猫の
飼い主への返還

※数字はR4年度 富山市を除く

87頭 14件 310件 76頭

216件・190件 163件 42頭

厚生センター（本所）で対応

苦情・通報対応
（鳴き声、虐待等）

動物管理センターに集約
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動物管理
センター

申請

厚生センター

近所の家が犬を放し飼いしている 犬の美容院を開業したい

現場

協力

返還

負傷動物
放浪犬

登録

監視

介護施設に入所するので
飼えなくなった

散歩中、すれ違う犬に咬まれた

近所に猫にエサやりをする人が
いて、糞や臭いがひどい

向かいの家は猫を虐待している
のではないか

道端に交通事故にあった猫がいる

通報

引取
飼い主

動物取扱業

※厚生センター
でも対応可

※厚生センターでも
対応可

確認

指導
保護 移送

パターン２ 集約イメージ
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★
● 厚生センター支所
（魚津、射水、氷見、小矢部）

★ 動物管理センター
（場所は仮に現施設）

◆ 富山市保健所

パターン２ 地理的イメージ

●厚生センター本所（新川、高岡、砺波）

中部厚生センター分は全て動物管理センターへ
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メリット デメリット デメリットの解決策

厚生センターの飼養施設更新が

不要

厚生センターの業務負担軽減

動物取扱業の監視指導情報が

１か所に集積

苦情受理後の現場確認を速やか

に実施可能

近接性の低下

－動物管理センターまでの

距離

苦情対応の専門性が高まら

ない

■動物取扱業
申請の受理のみ厚生センターで
実施

■犬猫の引取り
日時を指定して厚生センターで
実施

■苦情対応

困難度が高い場合、直ちに動物

管理センターによるフォローを

実施

案

パターン２ メリット・デメリット
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４ 厚生センター業務の集約について

パターン３
動物管理センターに動物の飼養管理のみを集約

犬の捕獲抑留
負傷動物保護

犬の咬傷事故
対応

犬猫の引取り

動物取扱業の
登録・監視

犬猫の
飼養管理

迷い犬猫の
飼い主への返還

※数字はR4年度 富山市を除く

87頭 14件 310件 76頭

216件・190件 163件 42頭

苦情・通報対応
（鳴き声、虐待等）

動物管理センターに集約
厚生センター・支所で対応
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動物管理
センター

申請 厚生センター

近所の家が犬を放し飼いしている

犬の美容院を開業したい

現場

協力

返還

負傷動物
放浪犬

登録 監視

介護施設に入所するので
飼えなくなった

散歩中、すれ違う犬に咬まれた

近所に猫にエサやりをする人が
いて、糞や臭いがひどい

向かいの家は猫を虐待している
のではないか

道端に交通事故にあった猫がいる

通報

引取
飼い主

動物取扱業

確認 指導

保護
移送

パターン３ 集約イメージ
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★

★ 動物管理センター
（場所は仮に現施設）

●厚生センター
（本所4か所・支所４か所）

◆ 富山市保健所

パターン３ 地理的イメージ
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メリット デメリット デメリットの解決策

県民サービスの維持

厚生センターの飼養施設更新が

不要

動物取扱業の監視や苦情受理後

の現場確認を速やかに実施可能

近接性の低下

－動物管理センターまでの

距離

厚生センターの業務負担は

ほぼ変化なし

専門性の高い職員の育成が

困難

案

パターン３ メリット・デメリット

■苦情対応

困難度が高い場合、直ちに動物

管理センターによるフォローを

実施


